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〔米粉まんじゆう〕

講  評

米粉の口ざわ りのやわ らかさ。子供のおやつ、

お年寄 りのおやつ、お茶菓子 としてよさそ うです。

あんを入れなくても、おい しいですね。

o..a..a..a..4..a..a..a..a..4..4..4..4.. a..a..a..a..a..a..o..4..4..4.

作

り

方

①
　
に
ん
じ
ん

。
卵

・
砂
糖

・
水

を
ジ

ュ
ウ
サ
ー
で
混
ぜ
合
わ
せ

フ
０

。

②
　
米
粉
と
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ

を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
　
①
と
②
を
こ
ね
合
わ
せ
る
。

④
　
適
当
な
大
き
さ
に
ち
ぎ
り
、

丸
め
て
１５
分
蒸
す
。
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人□の動き
(8月 4日現在 )

世帯数 2,534(± ○)

男  3,927(-1)
女  4,268( 3)

総 数 8,195( 2)

層 J2/
V
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▽
訂
正
　
８
月
号
１５
ペ
ー
ジ
燃
え

る
若
き
や
も
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
　
“

甲
斐
紀
比
呂
さ
ん
は
甲
斐
紀
比
古

さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

暴
力
追
放

ポ
ス
タ
ー
募
集

団
熊
本
県
暴
力
追
放
協
議
会
で

は
、
協
議
会
及
び
警
察
が
行
う
暴

力
団
排
除
活
動
に
使
用
す
る
、
「県

民
総
ぐ
る
み
で
暴
力
団
追
放
活
動

を
推
進
し
、
暴
力
団
を
根
絶
し
て
、

安
全
で
住
み
良
い
熊
本
県
を
実
現

す
る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
現
し
た
」

ポ

ス
タ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
用
紙
規
格
／
用
紙
の
サ
イ
ズ
は

Ａ
２
判
又
は
そ
れ
以
下
と
し
ま
す
。

用
紙

一
枚
に

一
作
品
と
し
、

一
人

で
数
点
応
募
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切
り
／
９
月
３０
日

（当

日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法
及
び
送
付
先
／
各
作

品
の
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
及
び
製
作

意
図
を
明
記
し
て
、
「〒
８
６
２

熊
本
市
神
水
２
丁
目
１７
番
２０
号
ダ

イ
ワ
ビ
ル
３
Ｆ

・
３
０
１
号
室

側
熊
本
県
暴
力
追
放
協
議
会

（
蓉

０
９
６

・
３
８
２

・
０
３
３
３
）
」

へ
送
付
し
て
下
さ
い
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

三

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

志
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
じ
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
出

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
志
す
。

おめで

8三

十
じ%げます敬私略瑾兵2を

美穂、白石ハル子、岩下一成

〈快気祝い〉遠山浩一郎

く一般〉阿蘇高森ゴルフ倶楽部

」豊 ∈ ヨ の 灯

4素徐 典あちゃん 成 人
(高森)7・ 16生   員由美

イ妻
と
像 真衣ちゃん 貝ll 和

(上色見)7・ 13生 直 子

(敬称略)

さんの二女

7 ・ 12

7 ・ 27

し たざυ ま (敬称略 )と つ

協議会ヘ

し 中村艶子 麻生武男
ル 野尻斐定國 石坂テ押

(1993.7月 受付分)

さんの長女

ゆ
部
森

日
兄
下
森
留
森

見

．“
　
　
　
色

０
草
高

芹
上
尾
高
津
高
色

赤 ち ゃん
だんじよう

堀田美沙貴ちゃん

(上色見)6・ 25生

西岡 伶莉ちゃん

(高森)7・ 5生

上野可奈子ちゃん

(高森)7・ 14生

すえなが<
おしあわせに

/後藤亀千也

後ヽ藤美恵子
/仁田水俊一

甲`斐 宏美

河原 。当尾野
河原 。当尾野

高 森 ・旭 通

高森・ 森

`=: :長釜 ,■ さんの二女
乗 1田 糸d

刃

_T｀ ュさんの長女
具 田 夫

¬

.r'_さ んの長女
かお り

(遺族)

中村 艶子

麻生 武男
川部ケサ子

後藤 金次

甲斐 定國
石坂 テル

野尻 美穂

自石ハル子

岩下 一成

(死亡者)(年齢 )

中村四喜男 69
麻生フジエ 75
川部  勝 59
後藤 金男 90
甲斐 りん子 42
石坂善次郎 86
野尻 惟幸 60
白石  工 84
岩下  守 83
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材料 (4人分)

米粉             100g

にんしん            100g

卵                 1コ

砂糖             30g

水               50cc

ベーキングハ ゥダ       小 1
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秋
は
、
運
動
会
や
遠
足
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
と
行
楽
行
事
が
め
じ
ろ
押

し
―

―
家
族
そ
ろ

っ
て
、
お
弁
当

を
食
べ
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
お

弁
当
の
メ
ニ
ュ
ー
で
お
な
じ
み
な

の
が
ゆ
で
卵
で
す
。
そ
こ
で
、
上

手
な
ゆ
で
卵
の
作
り
方
を
紹
介
し

ま
し
よ
う
。

卵
を
ゆ
で
て
い
る
途
中
に
、
殻

が
ひ
び
割
れ
し
て
中
身
が
流
れ
出

し
た
り
、
ゆ
で
上
が

っ
て
殻
を
む

い
て
み
た
ら
黄
身
が
端
に
よ

っ
て

い
た
り
、
黄
身
の
回
り
が
真

っ
黒

に
な

っ
て
い
た
り
し
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

冷
蔵
庫
に
入

っ
て
い
た
卵
を
す

ぐ
に
ゆ
で
る
と
、
ひ
び
割
れ
を
起

こ
し
ま
す
。
ゆ
で
る
前
に
冷
蔵
庫

か
ら
取
り
出
し
て
、
室
温
に
戻
し

て
か
ら
ゆ
で
ま
す
。
卵
の
丸
い
と

こ
ろ
に

「気
室
」
と
呼
ば
れ
る
空

気
の
入

っ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。

鍋
底
に
卵
を
並
べ
、
卵
の
上
ニ
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
ま
で
水
を
入
れ
て
沸

騰
さ
せ
ま
す
。
ゆ
で
る
時
間
は
十

一
分
が
標
準
で
す
。
ゆ
で
て
い
る

途
中
に
ひ
び
割
れ
が
し
た
ら
、
酢

を
小
さ
じ

一
杯
、
し
お

一
つ
ま
み

入
れ
ま
す
。
酢
と
塩
に
は
、
卵
を

を
出
し
て
、
卵
黄
の
鉄
分
に
作
用

す
る
た
め
で
す
。
ゆ
で
過
ぎ
が
原

因
で
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

ゆ
で
卵
の
黄
身
が
真
ん
中
に
く

る
よ
う
に
す
る
に
は
卵
を
は
し
で

転
が
し
な
が
ら
ゆ
で
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
こ
う
す
る
と
卵
白
か

ら
固
ま
り
は
じ
め
、
黄
身
が
中
央

に
落
ち
着
き
ま
す
。

´
`′

高
　
森

・
横
　
町

針
で
「気
室
」
に
穴
を
開
け
る

熱
せ
ら
れ
る
と
空
気
が
膨
張
し
、

殻
に
ひ
び
が
入
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ゆ
で
る
前
に
針
で
丸
い
部
分

に
穴
を
開
け
て
、
空
気
を
逃
が
し

て
お
く
の
も
、
ひ
び
割
れ
を
防
ぐ

方
法
で
す
。

平
均
的
な
ゆ
で
卵
の
作
り
方
は
、

凝
固
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
中
身
が
流
れ
出
る
の
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゆ
で
卵
の
黄
身

の
表
面
が
し
ば

し
ば
黒
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
卵
自
の
成
分
の
ア
ミ
ノ

酸
が
熱
で
分
解
さ
れ
、
硫
化
水
素

葛

城

和

美

さ

ん
ｍ

.ヽ

´袂

☆ 仕事は楽 しいですか

金融関係の仕事を しています。以前か

らこんな仕事 を したかったので、つ らい

と思ったこ とはあ りません。

いろんな組合員 と会えるのが楽 しみです。

☆ 今、いちばんやりたいことは

キャンプに行ってみたい。

☆ どんな町 |こなつてほ しいですか

とても住みやすい町だと思います。遊

ぶ所 (レ ジャー施設)が少ないのが残念

です。
特
産
品
販
売
施
設

物
産
館
建
設
に
着
工

町
で
は
、
八
月
二
十
五
日
臨
時

議
会
を
開
催
。
山
村
振
興
対
策
事

業
物
産
館
建
築
工
事
の
請
負
契
約

締
結
の
議
決
を
受
け
、
本
格
的
に

事
業
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

町
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
平

成
二
年
度
か
ら
第
二
期
山
村
振
興

対
策
事
業
に
着
手
。
本
事
業
の
指

定
を
受
け
た
卓
部
地
域
で
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

同
地
区
は
、
国
道
３
２
５
号
線

の
改
良
工
事
に
伴
い
、
平
成
元
年

に
国
内
屈
指
の
ア
ー
チ
橋

「奥
阿

蘇
大
橋
」
が
開
通
。
ま
た
、
平
成

七
年
に
は
、
宮
崎
県
境
に
ル
ー
プ

橋
も
完
成
予
定
で
あ
り
、
熊
本
と

宮
崎
を
結
ぶ
観
光
道
路
と
し
て
交

通
量

（現
在

一
日
平
均
約
千
二
百

五
十
四
台
）
が
更
に
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成
四
年
度
に
は
特
産
品
加
工
施

設
に
着
手
、
今
年
の
二
月
に
は
完

成
し
て
お
り
、
す
で
に
手
造
リ

ハ

ム

・
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
生
産
や
菓
子

な
ど
の
特
産
品
の
開
発
を
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
加
工
施
設
に
隣
接

し
て
物
産
館
を
建
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
森
町
の
特
産
品
販
売
の

拠
点
と
し
て
、
特
産
品
生
産
量
の

増
大
と
経
営
基
盤
の
確
立
、
雇
用

の
場
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

●   ●

(2)

前

後

午

午
は

ら

で

療

か

ま

診

時

時

９
月
１２
日
　
中
　
村
　
医
　
院
　
一

一壺

（Ｅ

２

３

３

３

　

一

９
月
巧
日
　
立
　
野
　
病
　
院
　
一

一雲

８
）
０

１

１

１

　

一

９
月
１９
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院
　
一

圏
②
０
３
７
８
　
一

９
月
２３
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科
　
一

一ワ
一
２

３

３

５

１

　

一

９
月
２６
日
　
渡
　
辺
　
内
　
科
　
一

一霙

７
）
１

７

７

７

　

一

１０
月
３
日
　
後
　
藤
　
医
　
院
　
一

一冥

こ

０

０

１

９

　

一

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
　
一

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ
　
一

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ
　
一　
Ｄ

ト
ト
‐‐陽
厖
厖
に，Ｌ
α

田□■

ヽロ

■日

上ゆ
手で
な卵
作の
り
方

プロフィール

■勤務先

■趣 味

■血液型

JA阿蘇南高森中央支所

ドライブ・バ ドミン トン

超明るいA型

今月の表紙
風
鎮
祭
の
名
物

「山
引
き
」

が
十
八
日
の
午
後
四
時
、
中
央

四
つ
角
に
集
合
。
町
内

へ
繰
り

出
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
二
十
基
の
作
品
が

造
ら
れ
、
雨
空
の
な
か
各
向
上

会
の

『
は
や
し
』
の
先
導
で
町

内
を

一
周
、
見
物
客
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

目
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ら せ

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
９
月
２２
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。
法
律
の
こ
と
な
ら
何

で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
９
月
１８
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

母
子
相
談
員
に
よ
る
母
子
家
庭

巡
回
相
談
が
開
か
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
９
月
２７
日

（月
）
午

前
９
時
３０
分
か
ら
１２
時

■
と
こ
ろ
／
町
役
場
町
民
相
談
室

Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
特
別
公
開
講
座

「話
し
方
セ

ン
ス
ア
ツ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

一
の

官
町
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
／
１０
月
３
日

（日
）
午

後
１
時
か
ら
４
時

■
場
　
所
／

一
の
官
町
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー

■
講
　
師
／
鈴
木
健
二
先
生

（熊

本
県
立
劇
場
館
長
）

■
受
講
料
／
会
員

一
、
○
○
○
円
、

一
般

一
、
二
〇
〇
円

■
申
込
み
方
法
／

ハ
ガ
キ
に
講
座

名
を
書
い
て
、
〒
８
６
０
　
熊
本

市
千
葉
城
町
２
１
７
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊

本
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

今
年
も
無
保
険

（無
共
済
）
バ

イ
ク
対
策
協
議
会
で
は
、
９
月
１

日
か
ら
３０
日
ま
で

「無
保
険

（無

共
済
）
バ
イ
ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

バ
イ
ク
に
は
、
自
賠
責
保
険

（共

済
）

へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
無
保
険

（無
共

済
）
で
走
る
と
、
６
カ
月
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰

金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
６
点
と
な

り
、
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
つ

て

「油
断
は
禁
物
」
、
バ
イ
ク
の
起

こ
す
人
身
事
故
も
軽
視
は
で
き
ま

せ
ん
。
無
保
険

（無
共
済
）
で
死

亡
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
、
そ
れ

こ
そ
大
変
で
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な

っ
て
い

た
ら
、
す
ぐ
加
入
し
ま
し
よ
う
。

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通

マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
９
月
２１

日

（火
）
か
ら
９
月
３０
日

（木
）

ま
で
の
１０
日
間
、
平
成
５
年
度
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
目
標

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹

底
●
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

観
光
面
と
併
せ
て

地
域
活
性
の
拠
点
に

今
回
建
設
の
物
産
館
は
、
観
光

ル
ー
ト
の
路
線
で
あ
る
国
道
３
２

５
号
線
に
隣
接
。
周
り
を
林
に
囲

ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
に
位
置
し

て
お
り
、
観
光
客
な
ど
の
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

主
な
概
要
と
し
て
は
、
展
示
即

売

・
試
食

コ
ー
ナ
ー
に
二
百
二
十

八

・
二
平
方
＝
、
研
修
室
四
十
五

・
三
平
方
＝
、
厨
房
四
十
八

・
六

平
方
＝
、
事
務
室
十
四

・
六
平
方

，
ｉ
「

●
イ

●

●   ●

屑
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
産
品
加
工
施
設
及
び

物
産
館
の
運
営
を
よ
り

一
層
円
滑

に
行
う
た
め
、
隣
接
す
る
山
林
四

・
六
診
に
キ
ヤ
ン
プ
場
も
建
設
中

で
あ
り
、
都
市
と
の
交
流
を
図
り

滞
在
型
観
光
客
の
集
客
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

こ
の
物
産
館
の
建
設
に
よ
り
、

町
外
か
ら
の
観
光
客
に
よ
る
観
光

面
と
併
せ
て
、
特
産
品
や
農
産
物

の
販
売
な
ど
に
よ
り
、
町
全
体
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。物

産
館
建
設
に
よ
る
入
札
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

年

　

金

法
律

（無
料
）

母

子

家

庭

災 害 と 税
台風、火災、風水害な どの災害

によって、住宅や家財 (生活に通

常必要な資源に限られ ます)な ど

に損害を受けたときは、①雑損控

除による方法、②災害減免法によ

る方法のどちらか有利な方法を選

ぶことによって、所得税の全部又

は一部を軽減することができます。

ここでは、「雑損控除による方法」

について説明 しましょう。

雑損控除による方法では、差引

損失額 (損害金額から保険金など

補てんされ る金額を差 し引いた金

額)か ら所得金額の10分の 1を差

し引いた金額 と、差引損失額のう

ち災害関連支出の金額 (災害によ

り滅失 した住宅、家財を除去する

ための費用など)か ら5万 円を差

し引いた金額のいずれか多い方の

金額が所得金額から控除 され、所

得税が軽減 されます。

なお、災害等にあった ときの税

金のことでお分かりにな らないこ

とがあ りましたら、阿蘇税務署 (な

0967-22-0551)か 税務相談室 (雪

096-354-8642)に お気軽にお尋ね

ください。

話
し
方

セ

ン
ス
ア

ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

無
保
険
バ
イ
ク
を
な
く
そ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交秋
通の
安全
全国
運
動

十

ノヽ
玄士
′:「`コ
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①山村振興対策事業物産館建築工事

(工期 平成 5年 8月 25日 ～平成 6年 2月 21日 )

117,626,000円  Ⅲ第一建設

②山村振興対策事業物産館電気設備工事

(工期 平成 5年 9月 1日 ～平成 6年 2月 25日 )

11,845,000円  Ⅲ清水電気工業

③山村振興対策事業物産館機械設備工事

(工期 平成 5年 9月 1日 ～平成 6年 2月 25日 )

26,162,000円  閉九州プラン ト技研

④山村振興対策事業物産館浄化槽工事

(工期 平成 5年 9月 1日 ～平成 6年 2月 25日 )

13,668,100円  靭藤本組

「豊かさは 住みよい環境 住まいから」

10月 1日 、全国一斉に “住宅の国勢調査''と もい

われる住宅統計調査が行われます。この調査は、“豊

かな住生活"実現のための基礎 となるものです。調

査員が 9月 23日 から調査票を持って調査をお願いす

るお宅に伺います。ご協力をお願いします。

高森町役場
お問い合わせは 総務課広報統計係へ(8② llll)

10月 1日「住宅統計調査」

0平成5年住宅統計調査

9/16日 (木 )9/27日 (月 )10/5日 (火)時間 9時～15時 (14)(3)
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雨
の
多
い
今
年
の
気
候
、
そ
の
雨
を
吹
き
飛
ば
す
か
の

よ
う
に
八
月
十
七
日
午
前
零
時
、
五
町
向
上
会
の
に
ぎ
や

か
な

「
目
党
し
」
で
、
恒
例
の

「
風
鎮
祭
」
が
幕
を
開
け

ま
し
た
。

昨
年
は
、
台
風
十
号
の
接
近
に
よ
り
二
日
目
の
行
事
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
雨
空
の
な
か
花
火
が

二
十
四
日
に
変
更
に
な
っ
た
以
外
は
、
す
べ
て
の
催
し
が

予
定
ど
お
り
行
わ
れ
、
湯
布
院
の
源
流
太
鼓
や
風
鎮
太
鼓
、

神
楽
、
町
民
総
踊
り
、
山
引
き
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
上
町
向
上
会
が
優
勝
。
造
り

物
で
は
、
下
町
二
組
が
特
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

夏
の
夜
空
を
色
彩
や
か
に
染
め
た
花
火

（
二
十
四
日
）

(4)

8月 17・ 18日

ト■■D

威
勢
の
い
い
風
鎮
大
鼓

カメ

一憲 サ:・

ヽ

に
花
を
,恭

え
た
役
場
職
貝
の
手
踊
り

●

●   ●

ト

ふ

担任の伊藤貴美恵先生から…子牛を見る親

牛のやさしい表′庸がうま<表現されていま

す。ウンチをしているところも、子供らし

<ユニークでいいですね。

ギ

年長組

すみよし あすか ちゃん

肥

後

狂

旬

（阿
蘇
御
神
火
会
）

∩ ∩ ∩ ∩ ∩ ∩ ∩ ∩
V V V V V V V V

題「畜  舎」

好
き
　
顔
も
埴
輪
に
似
て
来
と
る

好
き
　
バ
ラ
の
鎖
で
し
ば
り
度

ア

臨
機
応
変
　
襖
の
虎
も
し
ば
り
き
る

く
よ
く
よ
す
ん
な
　
銭
の
溜

っ
と
苦
労
す
る

臨
機
応
変
　
免
許

一
っ
ち
ょ
で
え
え
双
子

阿
蘇
は
良
か
ろ
　
画
廊
に
故
郷
見

つ
け
出
し

べ
ら
ば
う
め
　

一
枚
岩
の
票
ば
か
り

婦
曰
く

　

一
っ
時
ご
亭
泳
が
し
ゅ
う

貴
公
に
や
無
理
　
収
賄
位

ア
し
き
ら
ん
と

好
き
　
居
間
は
魚
拓
の
山
小
積
み

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

熊
川
　
豊
泉

岩
下
　
哀
草

松
野
　
笑
声

題「あさがお」

年長組

やまむろ ゆうせい くん

担任の伊藤貴美恵先生がら…色とりどりの

あさがあをとても丁寧にがけました。たく

さんの花を見た時の、ゆうせい君の喜びが

伝わつてくるようです。

秋
立
ち
て
そ
よ
ぐ
風
に
も
心
に
も

下
車
を
し
て
す
ぐ
に
山
路
滝
の
み
ち

人
絶
え
て
久
し
き
家
や
花
木
桂

姥
百
合
に
出
合
い
し
事
も
旅
日
記

催
し
は
雨
間
ノ
＼
に
風
祭
り

雨
音
に
爆
竹
空
な
し
祭
果
つ

祭
客
去
り
て
風
船
す
ぼ
み
行
く

流
れ
星
秘
め
た
る
乙
女
の
願
い
事

朝
の
気
を
押
し
広
め
咲
く
花
木
種

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
　
寿

山
村
　
文
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

色 見 保 育 園

t'F

句

約400人 が参加 した町民総踊り

許 馨

ギ

(13)
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雨を吹つ飛ばせ

●

●   ●

く

ヽ
ヽ

径  級
8^´ 13cm
14^シ 22
24′ヽ́28
30_上

8～ 13

14^v18
20～ 28
8～ 14

14´ヽ18

高 値
17,600

中 イ直安
5,

6,

11,

13,

4,

6,

8,

3,

13,

見物客を魅了した源流大鼓

雨
の
合
間
に
は
多
く
の
家
族
づ
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

今
年
も

「
に
わ
か
」
が
大
人
気

古式にのっとって行われた節刀渡し

a2-0:78

高
値
取
引
き
が
続
く

ヒ
ノ
キ
特
別
市

ヒ
ノ
キ
特
別
市
が
八
月
十

一
日
、

本
材
共
販
所
で
開
か
れ
県
内
外
か

ら
約
二
十
人
の
取
引
き
業
者
が
訪

れ
ま
し
た
。

ス
ギ
材
の
低
迷
が
続
い
て
い
る

な
か
、
ヒ
ノ
キ
は
品
不
足
で
高
値

取
引
き
の
た
め
、
町
森
林
組
合
が

開
い
た
も
の
で
約
四
百
十
立
方
陣
月

の
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
が
市
に
か
け
ら

れ
、
総
売
上
げ
は
約

一
千
四
百
万

円
。ス

ギ
は
、
以
前
の
落
込
み
よ
り

値

００

００

００

００

００

００

００

００

００

上
向
い
た
も
の
の
、
低
迷
を
続
け

て
い
る
が
、
品
不
足
に
よ
り
も
う

少
し
上
向
く
の
で
は
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。響

‐

23,000

5月 8日 市況 高森町森林組合

ス ギ
長級
4m

3 nl

2m
6m

ヒノキ
4m 11^-13cm

14´ヽ́22
24～ 28
30上
10～ 12

14～ 18
20～ 28
30上
16´～28
13^´ 18
20^‐ 28
30上

3m

ｍ
　
ｍ

高
森
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合
わ

せ
て
踊
る
高
森
中
ダ
ン
サ
ー
ズ

み
ん
な

のひ
３
ば

写真 を の 方 は

広報係へ ご 連 絡 下 さ い

,コ,21111

林
業
の
町
を
目
指
し
て

熊
本
県
林
業
改
良
指
導
員
の
檜
木
野
真
也
さ
ん
の

「高
森
が
林
業
の
町
に
な
る
　
林
業
生
産
の
増
大

・
林
業
所
得

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
。
熊
本
　
の
拡
大

。
生
活
水
準
の
向
上
が

県
林
業
改
良
指
導
員
と
し
て
活
　
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

躍
中
の
楢
木
野
真
也
さ
ん
（２８
）
　

　

「現
在
、
作
業
道
を
造
る
な

は
希
望
を
語
る
。　
　
　
　
　
　
　
ど
の
林
業
基
盤
整
備
事
業
を
進

阿
蘇
農
業
高
校
の
林
業
科
を
　
め
て
い
る
。
基
盤
整
備
に
よ
り
、

卒
業
後
、
町
森
林
組
合
に
勤
務
　
機
械
化
な
ど
を
進
め
コ
ス
ト
ダ

し
て
十
年
。
こ
の
間
、
仕
事
の
　
ウ
ン
を
図
り
、
所
得
面
で
の
ウ

傍
ら
独
学
で
林
業
改
良
指
導
員

　

エ
イ
ト
を
高
く
し
て
い
き
た
い
」

の
資
格
を
取
得
。　
　
　
　
　
　
　
と
意
欲
満
々
で
あ
る
。

指
導
事
業
の
目
的
と
し
て
は
、　
　
ま
た
、
「高
森
の
産
業
は
、
農

木
野
さ
ん
。

「森
林
組
合
は
、
他
の
組
合

に
比
べ
て
規
模
は
小
さ
い
が
、

今
か
ら
大
き
く
発
展
し
て
い
く

組
合
だ
と
思
う
」
。
「や
り
が
い

の
あ
る
職
場
で
す
」
と
。

明
治
維
新
前
後
の
歴
史
に
興

味
を
持
つ
楢
木
野
さ
ん
。
暇
な

と
き
に
は
、
よ
く
歴
史
小
説
を

読
む
と
か
。
「あ
と
は
、
ゴ
ル
フ

を
し
た
り
、
鮎

つ
り
に
行

っ
た

り
も
し
ま
す
」
と
、
趣
味
の
持

ち
主
。

郡
内

一
の
森
林
面
積
を
誇
る

高
森
も
、
蓄
積
量
が
少
な
い
。

均
等
に
蓄
積
量
が
な
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
と
い
う
。

「特
に
南
郷
桧
の
推
進
を
し

て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
ん

で
す
よ
。
南
郷
桧
は
、
熊
本
県

よ
り
他
の
県
の
方
が
注
目
も
し

て
る
し
、
研
究
も
し
て
ま
す
し

ね
」
と
、
林
業

へ
の
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

林業発展 に燃える櫓木野 さん

業
や
商
工
業
が

主
体
だ
が
、
林

業
は
自
然
を
守

り
、
観
光
面
と

も
密
接
な

つ
な

が
り
も
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
発
展

の
余
地
は
あ
る

と
思
う
」
と
楢

木材共販市況

木材共販所で開かれたヒノキ特別市
力量感あふれるバチさばきにおもわず喚声 (源 流大鼓)
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□眠時熙呼吸症候群

患者は全人 の 1%、 120万人と推定

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
で

梅
香
苑
を
慰
間

津
留

プ
藤
宗

・
上
津
留

の
舞

踊
グ

ル
ー

ひ
め
ゆ
り
会

（平
田
セ
ツ

会
長
十

一
人
）
が
八
月
四
日
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梅
香
苑
を
慰

問
し
ま
し
た
。

平
田
さ
ん
は
、
東
京
で
十
八
年

間
老
人
ホ
ー
ム
に
従
事
。
こ
の
ほ

ど
帰
郷
さ
れ
、
近
所
の
人
々
と
藤

宗
ひ
め
ゆ
り
会
を
結
成
し
、
舞
踊

な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
や
ん
に
喜
ん
で
も
ら
お
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
と
し
て

行
わ
れ
た
慰
間
で
は
、
踊
り
や
歌

な
ど
十
三
の
出
し
物
に
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

睡眠時無呼吸症候群の症状―
いびきや肥

満、昼間の異常な眠気、夜中|こよ<目覚める

ことが、この病気の特徴といえます。

睡眠時無呼吸症候群 |こ詳しい、東海大学医

学部呼吸器内科教授・太田保世先生に、治療

方法や検査方法などをお聞きしました。

東海大学医学部呼吸器内科教授

東海大学医学部附属病院副院長

太田 保世

木
造
施
設
普
及
コ
ン
ク
ー
ル
で

産
業
観
光
館
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

踊 りを披露するひめゆり会のみなさん

木材をふんだんに使用 した産業観光館

平
成
五
年
度
木
造
施
設
普
及
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
本
町
か
ら
産
業
観
光
館
が
林
野
庁
長
官

賞
に
選
ば
れ
八
月
九
日
、
東
京
都
で
開
か
れ

た
木
材
需
要
拡
大
全
国
会
議
の
席
上
で
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

木
材
の
利
用
分
野
の
拡
大
や
特
色
あ
る
木

材
利
用
に
役
立

つ
よ
う
木
造
施
設
を
設
置
し

た
主
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
木
材
需
要
拡

大
中
央
協
議
会
が
行

っ
た
も
の
で
す
。

産
業
観
光
館
は
、
南
阿
蘇
鉄
道
の
駅
舎
と

し
て
本
町
を
訪
れ
る
観
光
客
に
親
し
ま
れ
、

物
産
展
示
、
喫
茶
な
ど
を

一
体
化
し
た
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
的
建
物
で
す
。

ま
た
、
木
造
在
来
軸
組
構
法
に
よ
る
建
物

で
、
内

・
外
壁
に
ス
ギ
小
径
木
、
床
に
木
レ

ン
ガ
を
使
用
し
、
低
利
用
材
の
利
用
に
つ
と

め
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

全
国
四
百
七
十
二
点
の
表
彰
対
象
施
設
か
ら

十
五
点
が
入
選
。
こ
の
内
、
林
野
庁
長
官
賞

に
は
四
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

日
常
生
活
に
支
障
が
な
け
れ
ば

あ
ま
り
気
に
し
な
い
こ
と
で
す

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
睡

眠
中
の
呼
吸
の
障
害
の
た
め
深
い

眠
り
が
得
ら
れ
ず
、
昼
間
激
し
い

眠
気
に
襲
わ
れ
る
な
ど
、
日
常
生

活
に
支
障
が
出
る
病
気
で
す
。
心

不
全
や
脳
血
管
障
害
な
ど
と
の
関

連
も
あ
る
病
気
で
、
患
者
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
の
苦
し
み
も
深
刻
で

す
。呼

吸
器
内
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、

精
神
科
な
ど
の
医
師
で
構
成
し
て

い
る

「睡
眠
呼
吸
障
害
研
究
会
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
回
、
全
国

の
四
十
四
施
設
を
対
象
に
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
の
調
査
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、　
一

九
八
九
年
に
四
百
三
十
六
人
し
か

い
な
か

っ
た
患
者
数
が
二
年
後
の

一
九
九

一
年
に
は
二
千
四
十
二
人

と
五
倍
近
く
に
増
え
て
い
ま
す
。

い
ま
調
査

・
研
究
を
進
め
て
い
る

病
気
で
、
実
態
は
ま
だ
よ
く
把
握

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
潜
在
的
な

患
者
は
相
当
数
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今

年
の
四
月
に
行

っ
た
胸
部
疾
患
学

会
特
別
報
告
で
は
、全
人
口
の

一
％

強
が
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
で
は

な
い
か
と
推
定
で
き
ま
し
た
。

つ

ま
り
、
国
民
の
約
百
二
十
万
人
が

こ
の
病
気
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
か
な
り
の
数
と

い
え
ま
す
。

機
械
を
使
え
ば

つ
ら

い
症
状
は
な
く
な
る

い
ま
は
、
良
い
治
療
方
法
が
あ

り
ま
す
。
空
気
を
ポ
ン
プ
で
鼻
か

ら
強
制
的
に
送
り
込
む

「鼻
Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｐ

（シ
ー
パ
ッ
プ
）
」
と
い
う
機

械
を
使
う
の
で
す
。
睡
眠
前
に
鼻

に
マ
ス
ク
を

つ
け
、
ス
イ
ツ
チ
を

入
れ
て
寝
る
の
で
す
。
す
る
と
、

息
は
詰
ま
ら
な
く
な
る
、
激
し
い

い
び
き
は
か
か
な
く
な
る
、
深
い

眠
り
が
得
ら
れ
、
昼
間
の
眠
気
も

な
く
な
る
、
血
圧
も
下
が
る
な
ど

い
い
こ
と
ず
く
め
で
す
。
薬
物
療

法
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
こ
の
機
械
は
自
宅
で
使

用
す
る
た
め
購
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
台
が
二
十
五
万
円
と
、

ち

ょ

っ
と
高

い
の
が
難
点

で
す
。

年
を
と
れ
ば

無
呼
吸
発
作
は
起
き
や
す
い

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
疑
い

の
あ
る
人
に
は
、
睡
眠
中
の
無
呼

吸
状
態
は
も
ち
ろ
ん
、
激
し
い
毎

晩
の
い
び
き
、
肥
満
、
昼
間
の
異

常
な
眠
気
、
夜
中
に
よ
く
目
覚
め

る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
要
素
を
併
せ
も

つ
人
は
、

一
度
、
病
院
に
い
か
れ
た
ほ
う
が

い
い
と
思
い
ま
す
。
病
院
で
は
、

睡
眠
脳
波
、
眼
球
運
動
、
筋
電
図
、

酸
素
飽
和
度
な
ど
を
検
査
し
、
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
か
ど
う
か
を

調
べ
ま
す
。　
一
時
間
に
十
回
以
上

の
無
呼
吸
状
態
が
あ
る
と
き
は
、

治
療
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

睡
眠
中
の
無
呼
吸
発
作
は
、
歳

を
と
れ
ば
起
き
や
す
い
現
象
で
す
。

と
は
い
え
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活

に
支
障
が
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、

あ
ま
り
気
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

（談
）

●   ●

●   ●

2回 目の金賞に輝いた高森中学校吹奏楽部

高

森
中

吹

奏

楽

部

三
年

ぶ
り

二
回

目

の
金

賞

第
二
十
七
回
熊
本
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル

第
二
十
七
回
熊
本
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル

が
七
月
二
十
六
日
、
熊
本
県
立
劇
場
で
開
か

れ
中
学
校
Ｂ
パ
ー
ト
の
部
に
出
場
し
た
高
森

中
学
校
が
、
三
年
ぶ
り
二
回
目
の
金
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

二
十
五
人
編
成
で
競
わ
れ
る
Ｂ
パ
ー
ト
に

は
県
内
か
ら
四
十
校
が
出
場
。
倉
田
斉
先
生

指
揮
の
も
と

「ア
ベ
ン
テ

ュ
ラ
」
を
演
奏
し

た
高
森
中
学
校
が
み
ご
と
金
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

七
回
目
の
出
場
と
な

っ
た
高
森
中
学
校
は
、

主
力
の
三
年
生
が
少
な
く
、　
一
。

一年
生
が

主
体
の
チ
ー
ム
。

「不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
少
な
い
三
年

生
が
よ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

っ
て
く
れ

た
し
、
そ
れ
に

一
・
二
年
生
も
熱
心
に
練
習

し
ま
し
た
」
と
、
倉
田
先
生
は
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

吹
奏
楽
の
県
大
会
で
、
阿
蘇
郡
内
か
ら
の

金
賞
は
高
森
中
学
校

一
校
の
み
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
が
実
を
む
す
ん
だ
価
値
あ
る
金
賞

受
賞
で
し
た
。

(6)(11)
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7月 18日 に第40回衆議院議員総選挙が執行 され、町内

18の投票所で投票が行われました。

町選挙管理委員会では、選挙の駐在区別投票結果をま

とめました。投票率の高かったのは横町の91.67%で 、町

全体の平均は85.47%で した。前回の87.80%には及ばな

かったものの県平均77.20%を大きく上回 りました。

(投票率順)

順

位 駐 在 区
合   計

有権者 投票者 投票・イ: rj権 者 投票者 ill: 有権者 投票者

町 336 308 9167 162 151 93.21 lFl 15「 9023

163 119 9141 73 ア|' 95.89 8778

西 |・ 中 園 212 1111 9009 107 96 8972 105 9048

天 神 166 147 8855 8452 82 9268

欠 野 138 122 8841 62 91.94 65 85.53

永  野  原 198 170 8808 90 85.56 103 93 9029

尾 ド1 100 88 89.58 52 15 8654

河    原2 8798 8929 30 26 8667

付 山 309 270 8738 143 124 8671 166 146 8795

10 11∫ 原〕 162 141 8701 87.34 83 F2 8675

■ 111 8649 8235 ;1 9000

12 下 |||| 131' 369 8581 194 165 8505 236 204 86.44

13 芹 || 202 173 5ヽ61 8451 105 8667

11 上 在 306 262 8562 118 125 8446 158 137 8671

15 矢  津  日 179 153 8547 8588 80 8511

16 戸狩.山鳥.丼 上 24F 211 8543 122 105 8607 125 106 8480

17 旭 通 4ア? 103 8538 225 188 8856 247 215 8704

18 11 吉「 292 249 8527 139 119 8561 153 130 84.97

中 || 148 126 85.14 8143 F8 69 8846

20 尾 ド2 85 39 8718 8298

1昭 和 548 461 8412 257 209 8132 291 252 8660

前原 ―|ヽ 合原 214 lH0 8411 103 8738 111 90 8108

132 lll 8409 61 8689 58 8169

| 町 159 133 8865 8243 72 8471

226 187 82.T」 98 8163 128 107 8359

26 |ヽ 切 8267 37 7838 33 8684

津 138 113 8188 65 8615 7808

28 津    留l lS.l 144 78.28 、1 61 7901 103 7767

津    留2 125 776 77.59 7761

野 尻 2 7647 25 8065 7297

野 ■ 1 96 71 F396 46 35 7609

合    計 6.269 5,358 8547 2,957 2、 320 8522 3,312 2.838 8569

破竹の勢い

え
て
解
く
」
と
い
っ
た

の
が
出
典
と
さ
れ
ま
す
。

は
じ
め
の
数
節
に
刃

を
入
れ
れ
ば
、
竹
の
ほ

う
か
ら
破
れ
て
い
く
よ

う
に
、
物
事
が
容
易
に
解
決
す
る

こ
と
を

「刃
を
迎
え
て
解
く
」
と

い
い
ま
す
が
、
こ
の
成
句
は

「破

竹
の
勢
い
」
ほ
ど
使
わ
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。

こ
と
わ
ざ
に
二
竹
八
月
木
六
月
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
竹
は
陰

歴
八
月
に
、
木
は
陰
歴
六
月
に
伐

採
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
意
味
で
、

竹
の
場
合
は
陽
歴
の
九
～
十
月
に

か
け
て
が
伐
り
時
と
い
う
わ
け
で

す
。

(7)

基礎学力の

向上を求めて

はじめまして

ビクター・バルゲンティーです
8月から一年間、中学生の英語指導助手

として、アメリカからビクター 。バルゲン

ティーさんが来町しました。

ビクターさんは 197]年生れで、モンタ

ナ州ミズーラ出身です。驚_」:ヽ【

現
在
本
町
の
小

。
中
学
校
は
、

阿
蘇
郡
町
村
教
育
委
員
会
連
絡
協

議
会
か
ら
基
礎
学
力
向
上
推
進
地

域
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
対
策
の

一
環
と
し
て

基
礎
学
力
向
上
推
進
地
域
を
指
定

し
、
郡
教
育
の
向
上
に
な
る
よ
う

昭
和
五
十
七
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
指
定
期
間
は
二
年
で
、
本

町
は
平
成
四
年
度
か
ら
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
『
自
ら
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
高
森
の
子
ど
も
の
育
成
』

と
統

一
テ
ー

マ
を
定
め
、
各
小

・

中
学
校
の
教
育
目
標
の
中
に
テ
ー

マ
を
お
き
、
そ
の
学
校
に
あ

っ
た

教
育
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

二
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
そ

の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
研
究
発

表
会
が
十
月
七
日

（木
）
、
高
森
中

学
校
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま
す
。

上
色
見
小

・
高
森
小

。
高
森
中

学
校
の
公
開
授
業
、
分
科
会
。
こ

の
あ
と
、
高
森
中
学
校
体
育
館
に

移
動
し
て
全
体
会
が
行
わ
れ
、
各

小

・
中
学
校
の
研
究
発
表
や
質
疑

な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

●   ●

●   ●

When I first came to Takamori after living in Missoula, I was very
nervous. However, when I saw how the scenery here and in Montana
was similar, and that many kind and nice people live here, I was soon
relieved of my worries.

As a JET, I am looking for-ward to teaching English in three of the
neighboring schools and to everyone in general. My Bachelor Degrees
from the University of Montana are French,,/Linguistics and English/
Linguistics, and with such a full slate, I will do my best to teach English
As well, I have been studying Karate for a while and I think I might
like to continue my studies of this martial art here at the Takamori
Dojo.

Everyone, please bear with me for the next year. If you see me in
town, please do not hesitate to approach me. Since I have studied
Japanese for three years, I can hold a conversation to some extent.

Victor C.Valgenti

私は初めて高森に来ましたが、ミズーラに居るときとても心配 していまし

た。 しか し、実際高森町に来てみると、景色はふるさとのモンタナに似てい

るし、たくさんの親切なやさしい人がいるので、今ではもう安心しています。

私は JETと して町内の中学校 3校の生徒や一般町民の皆さんに、英語を

教えることを楽しみに しています。私はモンタナ大学でフランス語 と英語の

言語学を専攻 しましたが、それをフルに生かして頑張 りたいと思います。そ

れから趣味として空手を習っていま したので、しば らくしたら高森の道場に

通って、本場の武道を勉強したい と思います。

町民の皆さん、これから1年間よろ しくお願い します。町で私 と会った ら

気軽に声をかけて下さい。日本語 も 3年間勉強しましたので、ある程度は大

丈夫ですから。

ビクター・バルゲンテイ~

高
森

チ
ー
ム
堂

々
の
三
位

熊
本
県
四
半
的
大
会

第
十
六
回
熊
本
県
四
半
的
弓
道

連
盟
競
射
高
森
大
会
が
八
月
八
日
、

高
森
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
高

森
チ
ー
ム
が
三
位
と
健
闘
し
ま
し

た
。大

会
に
は
、
宮
崎
県
か
ら
の
参

加
チ
ー
ム
も
合
わ
せ
て
、
六
十
五

歳
以
上
に
二
十

一
チ
ー
ム

（百
五

十
二
人
）
、
一
般
に
六
チ
ー
ム

（
三

十
人
）
が
参
加
、
本
町
か
ら
は
四

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、　
一
、
二
位
は
宮
崎

県
高
千
穂
町
に
独
占
さ
れ
た
も
の

の
、
本
町
チ
ー
ム
が
三
位
に
輝
き

ま
し
た
。

「破
竹
の
勢
い
で
勝
ち
進
む
」

と
い
え
ば
、
猛
烈
な
勢
い
で

一
方

的
に
勝
利
を
収
め
て
い
く
状
況
を

指
し
ま
す
。

竹
を
刃
物
で
縦
に
破
る
と
き
、

最
初
の
節
を
割
い
て
し
ま
え
ば
、

あ
と
は
力
を
入
れ
な
く
て
も
簡
単

に
破
れ
て
い
く
の
で
、
こ
の

「破

竹
の
勢
い
」
と
い
う
表
現
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

「破
竹
の
勢

は
、
中
国
晋
の

で
に

竹
を

数
節
の 破 振 杜とい
後 る う 預よL
｀
が  

°
が と

皆 ご た ¬ い
う
成
句

兵
威
す

と
え
ば

と

し

。

刃
を
迎

自ら学ぶことのできる高森の子どもの育成

機 難

町
の
話
題

話題 があ りま

した ら、お知

らせ くだ さい。

総務課

広報統計係

(‐8②llll)

町
婦
人
会
が

見
舞
金
を
送
付

高
森
町
婦
人
会
で
は
、
七
月

十
二
日
発
生
し
た
北
海
道
の
大

地
震
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
た

奥
尻
島

へ
見
舞
金
を
送
ら
れ
ま

し
た
。

今
回
は
婦
人
会
は
も
と
よ
り
、

婦
人
会
以
外
の

一
般
町
民
の
方
々

か
ら
も
多
数
義
援
金
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
県
婦
連
を
経
由
し

て
被
災
地

へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

真剣な眼差しで的を射る参加者

(10)

‐ ―‐‐■
~■

‐■

|||



農
業
委
員
会
だ
よ
り

す
。
そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

〔甲
種
農
地
〕

集
団
的
優
良
農
地
、
土
地
基

盤
整
備
事
業
の
実
施
中
ま
た
は

計
画
中
の
地
域
内
の
農
地
等
を

い
い
、
転
用
は
、
原
則
と
し
て

許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

〔乙
種
農
地
〕

甲
種
農
地
以
外
の
転
用
は
、

第

一
種
農
地
、
第
二
種
農
地
、

第
二
種
農
地
に
区
分
し
、

一
般

基
準
と
ほ
ぼ
同
様
の
取
り
扱
い

に
よ

っ
て
許
可
の
可
否
を
判
断

し
ま
す
。

〔
一
般
転
用
許
可
基
準
〕

①
第

一
種
農
地

農
業
公
共
投
資
の
対
象
と

な

っ
た
農
地
、
生
産
力
の
高

い
農
地
、
集
団
的
に
存
在
す

る
農
地
で
特
別
な
場
合
を
除

き
、
転
用
は
原
則
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
第
二
種
農
地

街
路
が
普
遍
的
に
配
置
さ

れ
て
い
る
地
域
内
の
農
地
、

公
共
施
設
か
ら
近
距
離
に
あ

る
農
地
で
、
次
の
第
二
種
農

地
に
立
地
す
る
こ
と
が
困
難

ま
た
は
不
適
当
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
限
り
転
用
が
許
可

さ
れ
ま
す
。

③
第
二
種
農
地

ガ
ス
、
上
水
道
、
下
水
道

の
整
備
さ
れ
て
い
る
地
区
内

の
農
地
、
市
街
地
の
中
に
介

在
す
る
農
地
で
、
原
則
と
し

て
転
用
は
許
可
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
許
可
を
必
要

と
す
る
場
合
に
は
基
準
に
基
づ

い
て
判
断
が
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
他
に
例
外
と
し
て
農
業
者
に

限
り
、
自
分
の
所
有
農
地
に
農

業
用
施
設
と
し
て
三
百
平
方
屑

未
満
で
あ
れ
ば
、
届
出
だ
け
で

転
用
が
で
き
る
と
い
う
制
度
も

あ
り
ま
す
。

(3)

―

今
回
は
、
農
地
を
農
地
以
外

の
も
の
に
転
用
す
る
場
合
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
般
に
農
地
の
転
用
と
い
っ

て
も
二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

所
有
者
自
ら
が
転

用
す
る
場
合

（農

地
法
第
四
条
）
と
、

現
在
農
地
を
持

っ

て
い
な
い
人
が
農

地
の
転
用
を
目
的

と
し
て
買

っ
た
り

借
り
た
り
す
る
場

合

（農
地
法
第
五

条
）
と
が
あ
り
ま

す
。両

方
と
も
県
知

事
等
の
許
可

（
二

診
を
越
え
る
場
合

は
農
林
水
産
大
臣
）
が
必
要
で

す
。
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用

し
た
場
合
は
無
効
と
な
り
、
罰

則
規
定
も
設
け
て
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
転
用
の
許
可
の
判

断
に
つ
い
て
は
、
『
農
地
転
用
許

可
基
準
』
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

西国阿蘇三十三カ所

観音霊場めぐり

●   ●

●   ●

二
体
の
観
音
さ
ん
が
並
ぶ

三
十

一
番
観
音
寺

長
い
長
い
梅
雨
、
集
中
豪
雨
、

台
風
七
号
の
通
過
の
あ
と
、
や

っ

と
青
空
が
見
え
た
日
に
で
か
け
ま

し
た
。
三
十
番

「通
泉
寺
」
か
ら

国
道

へ
と
出
ま
し
て
、
自
川
に
か

か
る

「金
間
橋
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

こ
の
橋
を
わ
た
る
と
ふ
た
た
び

久
木
野
村
と
な
り
、
室
町
と
い
う

地
区
に
入
り
ま
す
。
橋
か
ら
百
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
三
十

一

番

「観
音
寺
」
は
あ
り
ま
し
た
。

み
堂
の
大
き
さ
に
は
不
似
合

い

な
ほ
ど
の
大
き
な
屋
根
を
も

つ
観

音
寺
で
す
。
周
り
の
サ
ク
ラ
の
木

に
は
、
た
く
さ
ん
の
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ

が
久
し
ぶ
り
の
青
空
を
喜
ぶ
か
の

よ
う
に
、
狂
い
鳴
き
し
て
い
ま
し

た
。ど

う
し
た
こ
と
か
、
そ
の
な
か

の

一
匹
が
私
の
胸
に
飛
ん
で
き
て

鳴
き
始
め
ま
し
た
。
歓
迎
さ
れ
た

の
か
、
私
が
た
だ
の
大
木
に
見
え

た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
拝
殿

へ
と
上
が

っ
て
み

ま
す
と
、
日
の
前
に
は
立
派
な
桐

の
な
か
に
二
体
の
十

一
面
観
音
さ

ん
が
座

っ
て
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
。

高
さ
は
約

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ

っ
て
、
大
き
さ
も
ほ
ぼ

一
緒
で
す

が
、
た
だ
光
背
の
形
だ
け
が
大
き

く
違

っ
て
い
る

だ
け
で
す
。
こ

れ
ま
で
い
ろ
い

ろ
な
観
音
さ
ん

を
見
て
き
ま
し

た
が
、
同
じ
よ

う
な
観
音
さ
ん

が
二
体
そ
ろ

っ

て
い
る
の
は
初

め
て
で
す
ね
。

こ
の
ほ
か
左

右
に
も
桐
が
あ

つ
て
、
不
動
明
王
ら
し
い
仏
像
二

体
と
、
邪
鬼
を
踏
み

つ
け
た
四
天

工
ら
し
い
二
体
も
安
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
脇

寺
は
本
尊
の
十

一
面
観
音
さ
ん
と

は
不
似
合
い
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

し
か
も
、
二
十
九
番
堂
山
寺
の
脇

寺
と
作
り
や
形
が
よ
く
似
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。

な
ぜ
こ
う
い
う
状
況
に
な

っ
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
す

が
、
観
音
寺
を
後
に
し
ま
し
た
。

こ
の
三
十
三
カ
所
め
ぐ
り
も
い

よ
い
よ
残
す
と
こ
ろ
長
陽
村
の
二

カ
所
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
の

一
カ
所
三
十
二
番

「垂
玉

寺
」
に
向
か
い
ま
す
。

垂
玉
寺
と
い
い
ま
す
か
ら

「鐘

ケ
淵
橋
」
を
渡

っ
て
長
陽
村

へ
と

入
り
、

一
路
垂
玉
温
泉
を
目
指
し

ま
す
。

温
泉
特
有
の
イ
オ
ウ
の
に
お
い

が
漂
い
、
湯
治
客
が
行
き
交
う
垂

玉
温
泉
に
到
着
し
た
も
の
の
、
お

寺
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
た
め
山

口
旅
館
の
山
口

一
尚
社
長
を
訪
ね

ま
し
た
。

社
長
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
以

前
は
露
天
風
呂
西
側
の
小
高
い
山

の
中
腹
斜
面
に
あ

っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
洪
水
に
よ

っ
て
流
さ

れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
そ

祠の中に並ぶ二体の観音さん

N、 T

永年にわた り地域の皆様にご利用いただきましたNTT高 森営業所営業窓口は、平成 5年 9月 17口 を

もちまして閉店させていただくことにな りました。

なお、今後の取扱いは次のとお りとさせていただきます。

(お願い )

(1)電話料金のお支払いは、支払い期限後10日 目までは、お近 くの金融機関・コンビニエンスス トアで

取 り扱ってお りますので、請求書ご持参の うえお支払願います。

(2)支払い期限後10日 を過ぎましたら、お手数ですが最寄 りのNTT窓 口でお支払い願います。

(3)お支払いは便利な “口座振替"をご利用 ください。お申込は最寄 りの金融機関で |

(8)

う
で
、
な
が
さ
れ
た
先

の
ぼ
る
途
中
に
あ
る
袴

い
う
こ
と
で
す
。

温
泉
に

地
区
と

社
長
に
対
し
、
お
礼
も
そ
こ
そ

こ
に
袴
野
地
区

へ
直
行
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
も
場
所
が
わ

か
ら
な
い
た
め
、
近
く
の
家
で
聞

い
た
と
こ
ろ
、
「
こ
ん
道
ば
ず
―

っ

と
行

っ
た
と
こ
ん
左
側
に
あ
る
ば

い
た
」
と
の
返
事
。

指
示
通
り
に
行

つ
た
と
こ
ろ
、

う

っ
そ
う
と
生
い
茂

っ
た

ス
ギ
山

に
入
り
ま
し
た
。

木
洩
れ
日
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、

高
く
そ
び
え
る
ス
ギ
が
外
界
の
喧
騒

を
さ
え
ぎ
り
、
あ
た
り
に
静
寂
だ

け
が
流
れ
る
な
か
、
ふ
と
目
を
や

つ
た
と
こ
ろ
に

「垂
玉
寺
」
を

つ
　
の

い
に
発
見
し
ま
し
た
。

野ムは

スギ林に国まれた「垂玉寺」

電 話 の 移 転
局番なしの 116番
月曜 日～金曜 日 (祝 日、年末始を除く) 9 : 00´ v17 : 00

電話料金についてのお問い合わせ
0120-401592(フ リーダイヤル)

月曜 日～金曜日 (祝 日、年末始を除く) 9 : 00^V17 :00

最 寄 り の 営 業 窓 口
NTT一 の官営業所

月曜 日～金曜 日 (祝 日、年末始を除く) 9 :00～ 17:00

電 話 機 の 故 障 等 局番なしの 113番
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